
県
が
は
じ
め
て
国
に
要
望

手
帳
２
級
ま
で
適
用
拡
大
を

維
持
費
の
保
護
者
負
担
は
県
予
算
で

保
育
士
給
与
に
上
乗
せ
補
助
を

統
廃
合
予
定
の
３
校
に
も
設
置

意
見
書
可
決
29
市
町
村
に
広
が
る
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適用拡大のための対象者数と予算額
　

上
野
県
議
は
、
本
県
の
保
育
士
の
年

間
給
与
額
が
全
国
平
均
よ
り
１
７
６
万

円
も
低
く
、
東
京
都
と
の
差
は
２
６
２

万
円
も
あ
る
実
態
を
示
し
、
県
独
自
の

給
与
上
乗
せ
補
助
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

上
野
県
議
は
、
エ
ア
コ
ン
設
置
で
統

廃
合
が
決
ま
っ
て
い
る
３
校
（
来
年
度

も
在
校
生
が
い
る
）
が
除
外
さ
れ
た
こ

と
を
批
判
し
、
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

柴
原
教
育
長
は
「
３
校
と
も
来
年
夏
に

向
け
て
整
備
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
か
ら
茨
城
県
の
最
低
賃
金

は
時
給
８
２
２
円
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
平
均
よ
り
低
く
、
東
京
都
と
の
差
は

１
６
３
円
と
な
り
ま
す
。

　

上
野
県
議
は
本
県
の
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
、
地
域
間
格
差
の
縮
小
へ
の
と

り
く
み
を
求
め
ま
し
た
。
知
事
は
答
弁

の
な
か
で
、
日
本
共
産
党
が
こ
れ
ま
で

求
め
て
き
た
国
機
関
へ
の
最
低
賃
金
引

き
上
げ
の
要
望
に
つ
い
て
、
今
年
７
月
、

　

今
議
会
に
県
精
神
保
健
福
祉
連
合
会

か
ら
、
精
神
障
害
者
の
医
療
福
祉
費
支

給
制
度
（
マ
ル
福
）
の
拡
充
を
求
め
る

請
願
が
２
万
名
以
上
の
署
名
を
添
え
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
精
神
障
害
者
の
マ

ル
福
適
用
は
現
在
、
障
害
年
金
１
級
の

受
給
が
条
件
で
手
帳
取
得
者
は
対
象
外

で
す
。
署
名
は
マ
ル
福
の
適
用
を
障
害

者
手
帳
に
変
更
し
、
手
帳
１
級
、
２
級

へ
の
適
用
拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
案
に
県
立
高
校
25
校
３
６

８
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
（
10
億
８

０
０
０
万
円
）
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
エ
ア
コ

ン
の
使
用
料
年
２
４
０
０
円
を
徴
収
す

る
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
上
野
県
議
は

「
保
護
者
負
担
は
１
億
３
千
万
円
、
県

予
算
で
ま
か
な
う
べ
き
」
と
要
求
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
音
楽
室
な
ど
特
別
教
室

へ
の
設
置
を
要
望
。
小
中
学
校
へ
の
設

日本共産党
茨城県議団ニュース

　
９
月
議
会
で
日
本
共
産
党
は
、
上
野
た

か
し
県
議
が
一
般
質
問
、
山
中
た
い
子
県

議
が
予
算
特
別
委
員
会
で
質
問
に
た
ち
、

11
月
末
に
40
年
を
迎
え
る
東
海
第
２
原
発

に
つ
い
て
、
大
井
川
知
事
に
再
稼
働
中
止

の
決
断
を
強
く
迫
り
ま
し
た
。
原
子
力
規

精神保健福祉手帳
１級に拡大

約 900 人
　１億円

約 10,000 人
10 億３千万円

精神保健福祉手帳
２級に拡大

(予算額は県負担分）

日
本
共
産
党
の

提
起
実
る ２

万
人
以
上
の

請
願
署
名

東海第２原発

9月県議会

最低賃金引き上げ 教室にエアコン設置精神障害者の医療費助成

県
と
し
て
は
じ
め
て
茨
城
労
働
局
な
ど

関
係
機
関
に
申
し
入
れ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

　

上
野
県
議
は
、
県
障
害
者
基
本
条
例

の
立
場
に
立
ち
、
手
帳
２
級
ま
で
医
療

費
助
成
を
拡
充

す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
今
議

会
、
知
事
は
手

帳
１
級
ま
で
対

象
を
拡
大
す
る

方
針
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

置
で
は
市
町
村
間
で
格
差
が
生
ま
れ
て

お
り
、
県
の
財
政
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

制
委
員
会
は
９
月
26
日
、再
稼
働
に
「
適
合
」

の
判
断
を
下
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
県

議
団
は
抗
議
声
明
を
発
表
し
、
再
稼
働
せ

ず
廃
炉
に
す
る
こ
と
を
求
め
、
原
発
ゼ
ロ

の
実
現
に
力
を
つ
く
す
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

江尻 かな
日本共産党県議会議員

詳しくはＫＡＮＡWebで

再
稼
働
に
向
け
ベ
ン
ト
装
置
の
工
事

事
前
了
解
が
必
要
な
工
事

日
本

原
電

　

上
野
県
議
は
、
安
全
協
定
第
５
条
に
も
と
づ

く
事
前
了
解
が
必
要
な
工
事
に
あ
た
る
と
指

摘
。「
な
ぜ
県
は
黙
認
し
て
い
る
の
か
。
再
稼

働
前
提
、
放
射
能
容
認
の
工
事
を
進
め
さ
せ
て

い
い
の
か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
新
規
制
基
準
の
施
行
前
か
ら
事
業

者
が
自
主
的
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
て
き

た
。
反
対
す
る
理
由
は
な
い
。
新
増
設
の
事
前

了
解
は
、
再
稼
働
問
題
を
検
討
す
る
な
か
で
判

断
し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

日
本
原
電
は
格
納
容
器
に
ベ
ン
ト
装
置
の
設

置
や
防
潮
堤
の
工
事
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
ト
装
置
は
炉
心
溶
融
を
伴
う
重
大
事
故

の
際
、
高
温
高
圧
か
ら
原
子
炉
格
納
容
器
が
壊

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
放
射
性
物
質
を
環
境
に

放
出
す
る
も
の
で
す
。
再
稼
働
せ
ず
廃
炉
に
す

れ
ば
ま
っ
た
く
不
要
な
装
置
で
す
。

専
門
家

が
試
算

（『
世
界
』
10
月
号
で
の
上
岡
直
見
・
環
境
経
済
研
究
所

代
表
の
論
文
よ
り
）

　
「
東
海
第
２
原
発
30
キ
ロ
圏
内
に
限
定
し

て
も
、
消
費
活
動
と
産
業
活
動
で
約
６
兆
５

２
２
０
億
円
、
県
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
が
失
わ

れ
、
雇
用
の
喪
失
は
67
万
人
。
一
方
、
再
稼

働
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
へ
の
貢
献
は
６
６
０
億

円
、
雇
用
の
創
出
は
３
７
０
０
人
程
度
で
あ

り
、
再
稼
働
は
考
慮
に
値
し
な
い
愚
策
だ
」

も
し
過
酷
事
故
が
起
き
た
ら

　

上
野
県
議
は
、「
福
島
第
１
原
発
事
故
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
本
県
が
原
発
や
め
る
と
な

ぜ
決
断
で
き
な
い
の
か
」
と
切
り
出
し
、
過
酷

事
故
が
起
き
た
場
合
の
専
門
家
の
試
算
（
別
項
）

を
示
し
て
知
事
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
知

事
は
「
東
海
第
２
発
電
所
の
安
全
性
に
は
県
民

の
関
心
は
高
い
。
県
民
の
声
を
広
く
聞
き
、
適

切
に
判
断
し
て
い
く
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

山
中
県
議
は
「
県
原
子
力
安
全
委
員
会
は
国

の
規
制
委
員
会
の
追
認
機
関
で
は
な
い
」
と
強

調
し
、
独
自
検
証
は
一
人
の
犠
牲
者
も
被
爆
者

も
出
さ
な
い
決
意
で
臨
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

再
稼
働
反
対
は
県
民
の
76
％
（
17
年
８
月
の

知
事
選
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
口
調
査
）
と
多
数
を
占
め
、

県
内
44
市
町
村
の
６
割
を
超
え
る
29
議
会
で
、

運
転
延
長
や
再
稼
働
を
認
め
な
い
意
見
書
が
可

決
さ
れ
て
い
ま
す
。
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江尻　かな県議

　水道事業の運営に民間企業の参入を促
す水道法改定案は、衆議院を通過し、参
議院に送付されています。一般質問で上
野県議は、知事に水道事業の民営化への
見解をただしました。
　日本共産党は民間事業者の参入は、利
益が優先され、安全性、安定性の後退、
料金値上がりなど住民負担増につながる

精
神
障
害
者
へ
の
医
療
費
助
成
拡
大
な
ど

請
願
の
採
択
を
主
張

本会議で討論

霞
ヶ
浦
導
水
、
八
ッ
場
ダ
ム

か
ら
撤
退
を

工
業
用
水
の
使
用
量
は
半
分
弱

減
免
制
度
の
実
現
を

増
え
る
差
し
押
さ
え

　

茨
城
県
の
家
庭
用
の
水
道
料
金
は
全
国
７

位
と
、
関
東
１
都
６
県
で
は
群
を
抜
い
て
高

額
で
す
。
そ
の
原
因
が
過
大
な
人
口
予
測
に

よ
る
水
源
開
発
で
す
。
広
域
水
道
事
業
か
ら

供
給
を
受
け
て
い
る
市
町
村
は
繰
り
返
し
県

に
高
す
ぎ
る
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
上
野
県
議
は
、
黒
字
分
を
県

民
に
還
元
し
、
過
大
な
水
源
開
発
か
ら
の
撤

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
介
護
保
険
料
は
４
月
か
ら

23
市
町
村
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
県
平
均
５
，
３
３
９

円
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
の
制
度
発
足
時
の

２
倍
以
上
で
す
。
家
計
に
占
め
る
割
合
も
06
年
か
ら

17
年
の
間
に
１
・
85
倍
に
な
り
、
い
ま
や
高
齢
者
の

生
活
を
脅
か
す
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
中
県
議
は
「
差
し
押
さ
え
は
や
め
る
よ
う
、
市

町
村
に
助
言
・
援
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
提
起
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
介
護
保
険
料
は
、
年
金
が

月
額
１
万
５
千
円
（
年
18
万
円
）
以
上
の
場
合
、
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
月
額
１

万
５
千
円
以
下
の
場
合
は
、
自
分
で
納
め
な
く
て
な

り
ま
せ
ん
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
山
中
県
議
は
、
介
護
保
険
料

の
滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ
え
が
県
内
で
年
々
増
え
て

い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
年
金
月
額
１
万
５
千
円
以
下
の
高
齢
者
で
す
。
13

年
度
調
査
で
11
市
町
１
７
６
人
で
し
た
が
、
17
年
度

は
15
市
町
村
４
４
７
人
に
急
増
し
て
い
ま
す
。
高
す

ぎ
て
払
え
な
い
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（㎥／日）

利根川水系の水利権と
一日最大給水量
（2016年度「茨城県の水道」より）

過大な水開発水道料金を
さらに高くする
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精神障害者への医療
費助成の拡大
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各会派の
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第３回定例会 日
本
共
産
党

自
民
党

公
明
党

無
所
属

自
民
県
政
ク
ラ
ブ

県
民
フ
ォ
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ラ
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圧迫
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（2016年＝1.0）家計に占める支出

総務省「家計調査」から２人以上の世帯のうち勤労者世帯の集計

沖縄の民意を尊重し
米軍新基地建設断念

「
低
所
得
者
の
保

険
料
は
全
額
免
除

し
、
減
免
制
度
を

実
現
す
る
こ
と
」

「
国
に
公
費
負
担

の
大
幅
な
引
き
上

げ
を
求
め
る
こ

と
」
を
求
め
ま
し

た
。
木
庭
保
健
福

祉
部
長
は
「
介
護

給
付
費
が
増
加
し

て
お
り
、
国
に
た

い
し
十
分
な
財
政

措
置
を
要
望
し
て

い
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

広域水道事業は30億円の黒字

（2017年度決算）

20億5,449万円
3億3,032万円
4億1,688万円
2億6,264万円県中央

県南
鹿行
県西

安
定

水
利
権

安
定
水
利
権

安
定
水
利
権

県南広域水道 県西広域水道 鹿行広域水道

一
日
最
大
給
水
量

一
日
最
大
給
水
量

246,000

234,314

84,220

47,197

3,120

92,920
74,594

暫定
水利権

暫定
水利権

一
日
最
大
給
水
量
70,920

退
で
高
い
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま

し
た
。
知
事
は
「
八
ッ
場
ダ
ム
・
霞
ヶ
浦
導

水
事
業
は
重
要
な
水
源
。
完
成
を
前
提
に
暫

定
水
利
権
を
取
得
し
て
い
る
か
ら
撤
退
は
で

き
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

こ
の
答
弁
を
受
け
予
算
特
別
委
員
会
で
山

中
県
議
は
、
県
南
、
県
西
、
鹿
行
の
広
域
水

道
は
、
１
日
最
大
給
水
量
が
安
定
水
利
権
の

中
に
納
ま
っ
て
お
り
、
新
た
な
水
源
開
発
は

必
要
な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
工
業
用
水
は
開
発
し
た
日
量
１
２
０

万
㎥
の
半
分
弱
し
か
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
60
万

㎥
が
余
っ
て
い
る
実
態
を
示
し
、「
万
が
一
、

上
水
道
が
足
り
な
く
な
っ
て
も
工
業
用
水
か
ら

転
用
す
れ
ば
暫
定
水
利
権
は
必
要
な
い
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

暫
定
水
利
権
の
負

担
は
水
道
料
金
に
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

八
ッ
場
ダ
ム
の
県
負

担
は
、
昨
年
度
10
億

７
２
０
０
万
円
、
こ

れ
ま
で
１
４
５
億
６

９
０
０
万
円
に
の
ぼ

り
ま
す
。

と指摘しています。海外では水道料金が
高騰し、設備投資がまともに行われない
などの問題が噴出し、民営から再び公営
化に向かっています。
　知事は「国会で審議中で答える立場に
ない」といいながら、民営化推進のレポー
トを引用し、フランスでは民営化は定着
しているなどとのべました。

　

採
決
前
の
討
論
に
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
江
尻
県
議
が
た
ち
ま
し
た
。
補
正
予
算
案

に
は
、
県
有
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
や

県
立
高
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
必
要
な

予
算
措
置
も
さ
れ
ま
し

た
が
、
茨
城
空
港
ア
ク

セ
ス
道
路
に
さ
ら
に
税

金
投
入
す
る
増
額
補
正

が
含
ま
れ
て
お
り
、
反

対
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

県
動
物
愛
護
条
例
の

改
定
案
は
、
野
犬
駆
除
に
使
用
さ
れ
る
薬
物

を
移
動
・
損
傷
さ
せ
た
市
民
へ
の
罰
則
強
化

で
す
。
江
尻
県
議
は
「
野
犬
排
除
に
薬
物
を

使
用
す
る
こ
と
に
動
物
愛
護
団
体
な
ど
か
ら

削
除
を
求
め
る
声
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
」

と
の
べ
、「
罰
則
強
化
の
方
向
で
な
く
、
野

犬
を
減
ら
す
取
り
組
み
や
捕
獲
す
る
努
力
が

必
要
」
と
強
調
し
反
対
し
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
者
の
医
療
費
助
成
拡
大
、
家
族
の

働
き
分
を
認
め
て
い
な
い
所
得
税
法
の
見
直
し

を
求
め
る
請
願
の
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
は
「
最
低
賃
金
１
０
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
」
な
ど
意
見
書
３
件
を
提
出
し
ま
し

た
が
、他
会
派
の
反
対
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

水道事業の民営化 世界の流れは“再公営化”

15
市
町
村
で

４
４
７
人


